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急病等の緊急時に対応するため、緊急通報装置を貸与し、受信センターが２４時間体制で通報を受信し、
緊急時に適切な対応を行うとともに、日常生活に関する健康相談に対応します。

1.緊急通報システム事業

自分らしい生活を実現するためには、
介護サービスをどのように利用すると良いのでしょうか？

TEL 6208-8060

パターン①のように、介護サービスを利用しつつ、元気になるため、できることは自分で
やろうと考えて行動することは、自宅で元気に生活することにつながります。

Ａさん（75歳）は近所を散歩中に骨折してしまい、２か月安静にしていました。骨折は治りましたが、
安静中に筋力が低下し、一人で歩いて外出できず、買い物に行けなくなりました。

Ａさんのケース
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自分でできていたこ
ともできなくなり、全
身の筋力や機能が衰
えて、さらに状態が悪
化しました。

その結果、再び長い
距離を歩けるように
なりました。以前のよ
うに一人で買い物に
行き、いきいき百歳
体操にも参加し、以前
よりも元気です。

買い物などの支援だけで
なく、掃除や食事の準備
など困りごとは、何でもヘ
ルパーさんにお願いしま
した。また、動くのが億劫
になり、リハビリにも消極
的でした。

※お問い合わせは福祉局地域包括ケア推進課へ

大阪市の取り組みについて

その他の高齢者サービス

いつまでも充実した生活を送るために

対象者：６５歳以上のひとり暮らしの方、高齢者のみの世帯、１日のうち８時間程度１人となる６５歳以上の方など
費　用：前年（１月～6月までの申請は前々年）所得税課税世帯は、月額使用料が必要です。

※お問い合わせはお住まいの区の区役所の保健福祉課（49ページ②参照）へ

　大阪市では「自立支援型ケアマネジメント検討会議」を開催してい
ます。会議では、医師やリハビリの専門職から助言をもらいながら、ど
のようなサービスを組み合わせて利用すればＡさんのような生活に
つながるかを検討します。
　後日、担当する介護支援専門員からご利用者本人へ、会議で出た
助言や意見を説明し、これからも充実した生活を送るため、サービス
の組み合わせについて一緒に考えます。

再び一人で買い物に行け
るよう、ヘルパーさんから
支援を受けながら、自分で
できる掃除や食事の準備
は自分で行い、リハビリも
積極的に取り組みました。






